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Do 計画的に実施

徳島県国土強靱化地域計画策定手順

Check 結果の評価 Action 見直し・改善
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①影響の大きさ、緊急度等を考慮して施策の重点化・優先順位付け

①脆弱性の評価結果に基づき、今後必要となる施策を検討

①基本目標の設定
②事前に備えるべき目標の決定
③国土強靱化を進める上での基本的な方針の設定

地域を強靱化する上での目標の明確化Step１

①対象とする自然災害の決定
②起きてはならない最悪の事態の決定
③最悪の事態を回避するために必要な施策分野の決定

リスクシナリオ（最悪の事態）、強靱化施策分野の設定Step２

①最悪の事態ごとの施策分野における脆弱性の分析・評価
②最悪の事態を回避するための施策における課題の検討

脆弱性の分析・評価、課題の検討Step３

リスクへの対応方策の検討Step４

対応方策について重点化・優先順位付けStep５

計画策定Plan

１



徳島県国土強靱化地域計画の骨格案

• Ⅰ 計画策定の趣旨、位置付け

• Ⅱ 基本的な考え方

• Ⅲ 強靱化の取組の現状と課題（脆弱性評価）

• Ⅳ 国土強靱化の推進方針

• Ⅴ 施策の重点化

• Ⅵ 計画の推進と見直し

２



Ⅱ 基本的な考え方
１ 基本目標

① 人命の保護が最大限図られる
② 県及び社会の重要な機能が致命的な障害を受けず維持される
③ 県民の財産及び公共施設の被害の最小化が図られる
④ 迅速な復旧・復興を可能にする

２ 事前に備えるべき目標

① 全ての人命を守る
② 救助・救急、医療活動等が迅速に行われる
③ 必要不可欠な行政機能は確保する
④ 必要不可欠な情報通信機能は確保する
⑤ 経済活動（サプライチェーンを含む）を機能不全に陥らせない
⑥ 生活・経済活動に必要最低限の電気、ガス、上下水道、燃料、

交通ネットワーク等を確保するとともに、これらの早期復旧を図る

⑦ 制御不能な二次災害を発生させない
⑧ 地域社会・経済が迅速に再建・回復できる条件を整備する

いかなる大規模自然災害が発生しようとも

Ⅰ 計画策定の趣旨、位置付け
１ 計画策定の趣旨

２ 地域計画の位置付け

３



３ 基本的な方針

① 県土強靱化に向けた取組姿勢
・本県の強靱化を損なう原因をあらゆる側面から検討し、取組にあたること
・本県が有する潜在力、抵抗力、回復力、適応力を強化すること

② 適切な施策の組み合わせ
・ハード対策とソフト対策を適切に組み合わせ、効果的に施策を推進
・「自助」、「共助」及び「公助」を適切に組み合わせ、官と民が適切に連携及び役割
分担して取り組むこと
・非常時のみならず、「普段使い」ができる対策となるよう工夫すること

③ 効率的な施策の推進
・県民の需要の変化等を踏まえ、資金の効率的使用により、施策を重点化
・既存の社会資本の有効活用等により、効率的かつ効果的に施策を推進
・限られた資金を最大限に活用するため、ＰＦＩによる民間資金の活用を図ること

・施設等の効率的かつ効果的な維持管理に資すること

④ 地域の特性に応じた施策の推進
・本県の特性を踏まえた本県独自のものとして、先進的な取組を反映
・人のつながりやコミュニティ機能を向上するとともに、各地域において強靱化を
推進する担い手が適切に活動できる環境整備に努めること
・女性、高齢者、子供、障害者等に十分配慮して施策を講じること
・地域の特性に応じ、自然との共生、環境との調和、景観の維持に配慮
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Ⅲ 強靱化の取組の現状と課題（脆弱性評価）
１ 脆弱性評価とは

本県を襲う大規模自然災害が発生したときの「起きてはならない最悪の事態」に対して、現在、県や国、市町村、
防災関係機関や「ライフライン等の民間事業者」が、これを回避するために行っている取組を整理し、その達成度や
進捗を把握して、現状の取組の課題を分析・評価し、今後、実施すべき取組に繋げていく。

２ 対象とする自然災害
本県の県民生活や経済活動に影響を及ぼす自然災害としては、近い将来発生が懸念されており南海トラフ地震や

直下型地震を対象とする。また、近年、大型化する台風や激化するゲリラ豪雨に加え、本県は、急峻な地形、脆弱な
地質を有していることから、大規模な水害や土砂災害の発生も懸念されることから対象とする。さらに、複数の自然
現象が同時又は連続して発生する複合災害も対象とする。
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④過疎対策分野

③研究開発分野

②長寿命化対策分野

①ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ分野 様々なリスクコミュニケーション施策

公共土木施設等の老朽化対策等

簡易耐震化・LED製品等

地域コミュニティと連携した森林の保全等

６

３ 施策分野の決定

①行政施策分野

②住環境分野

③保健医療・福祉分野

④産業分野

⑤国土保全・交通分野

エネルギー 金融 情報通信 産業構造 農林水産

交通・物流 国土保全 土地利用（国土利用）

保健医療・福祉

住宅・都市 環境

行政機能/警察・消防等

（１） 施策分野

（２） 横断的分野

「起きてはならない最悪の事態」を回避するための取組は、次の５つの施策分野及び４つの横断的分野に分けて
整理する。



５

４ 起きてはならない最悪の事態（その１）

脆弱性評価を行うため、「事前に備えるべき目標」ごとに、「起きてはならない最悪の事態」を想定する。想定に
あたっては、国の基本計画を参考とし、本県の地域性を考慮して決定した。（３９項目）

７



４ 起きてはならない最悪の事態（その２）

８



６ 「３９の起きてはならない最悪の事態」及び横断的分野ごとの脆弱性評価結果

５ 重要業績指標
「起きてはならない最悪の事態」ごとに、現在の進捗状況の把握や今後の進捗管理をする上で、県民に達成度の

イメージがしやすい指標をできるだけ多く設定し、脆弱性評価の参考となるよう現況数値を評価結果とともに記載する。

○住宅・建築物等の耐震化率は、支援制度の充実を図ること等により一定の進捗がみられるが、私
有財産である建築物の耐震化を行うか否かは、最終的に所有者の自発的意志により決められるこ
とから、関係機関との連携の下、個々のニーズに的確に対応したきめ細やかな対応が必要である。

○震災による被害者が出ないよう、防災人材育成センターを中心に普及啓発活動、防災リーダーの
育成等を推進するとともに実践的な総合防災訓練をはじめ住民参加の避難訓練等が行われ、県
民の防災意識が向上しているが、シェイクアウト訓練や家庭内でのＦＣＰ（家族継続計画）、防災メ
モリアルデーや災害遺産を活用した防災啓発の充実、自主防災組織と企業の連携による防災訓
練など自助・共助を強化するための取り組みが必要である。

○社会福祉施設は、地震災害や火災が発生したときに自ら避難することが困難な方が多く利用する
施設であり、施設の耐震化やスプリンクラーの設置により、安全性を確保して、安心して暮らすこと
ができる環境づくりを進める必要がある。

１－１ 建物・交通施設等の複合的・大規模倒壊や住宅密集地における火災による死傷者の発生

（重要業績指標）
・木造住宅の耐震化率 ７２％（Ｈ２０）
・防災士登録者数 ８３２人（Ｈ２５末）
・社会福祉施設の耐震化率 ８６％（Ｈ２４）

（例） １ 大規模自然災害が発生したときでも全ての人命を守る
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Ⅳ 国土強靱化の推進方針

１ 大規模自然災害が発生したときでも全ての人命を守る

１０

「起きてはならない最悪の事態」に対して行った脆弱性評価結果を踏まえ、今後必要となる施策を検討し、推進
方針として整理する。また、重要業績指標については、目標年度の目標数値を適切に設定し、今後の事業進捗の
把握、見直しに活かしていくものとする。

推進方針について

○住宅・建築物等の耐震化については、目標の達成に向けて、啓発活動を推進するとともに、
県及び市町村で実施している支援の充実を図る。また、耐震シェルターや耐震強化建具を活用した
簡易な耐震化の普及を図る。

○震災による被害者が出ないよう、県民の防災意識向上のための取組を継続して実施するとともに、
シェイクアウト訓練や家庭内でのＦＣＰ（家族継続計画）、防災メモリアルデーや災害遺産を活用した
防災啓発の充実、自主防災組織と企業の連携による防災訓練など自助・共助を強化するための
取組を推進する。

○社会福祉施設については、耐震化やスプリンクラーの設置を着実に推進する。

１－１ 建物・交通施設等の複合的・大規模倒壊や住宅密集地における火災による死傷者の発生

（重要業績指標）
・木造住宅の耐震化率 １００％（Ｈ○○）
・防災士登録者数 ○○○人（Ｈ○○）
・社会福祉施設の耐震化率 ○○％（Ｈ○○）

（例） １ 大規模自然災害が発生したときでも全ての人命を守る



Ⅴ 施策の重点化

Ⅵ 計画の推進と見直し

１１

１ 推進体制と推進エンジン

２ 計画の推進期間

３ 計画の進捗管理と見直し

国土強靱化地域計画を着実に推進し、強靱な県土づくりを実現するため、その推進エンジンとして、
「震災対策基金」の使途を拡充した新たな基金を創設する。

まずは、平成３０年度を目標年次とし、その後、随時、期間の延長を行う。

計画の進捗管理及び見直しを適切に行うための体制を整備し、ＰＤＣＡサイクルを繰り返し行い
改善を重ねていく

影響の大きさや緊急度等を考慮して施策の重点化・優先順位付けを行う。


